
 

 

 

  

市では、市内店舗等におけるユニバーサルデザイン改修工事及び物品購入に

対して、補助金を交付します。概要は、以下の通りです。 

 

 

 

 

店
舗

対
象 

三沢市内において、小売業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス

業を営む店舗、又は診療所や療術業を営む建物が対象です。 

対
象
者 

次の要件全てに該当する方が対象となります。 

①市内で自ら営む店舗等の所有者又は使用者 

②市町村税や公共料金を滞納していないこと。 

改
修
工
事 

 工事費２万円以上の改修工事が対象。 

 店舗等を訪れる不特定多数の市民や来客が使用・利用する施設・設

備が対象となります。（工場や事務所部分等は対象外） 

①廊下・通路等の段差解消、手すりの設置、床の滑り防止又は点字ブ

ロックの設置工事 

②通路又は開口部の拡幅工事 

③和式便器から洋式便器等への取替工事 

④点字や複数の外国語への対応工事 

⑤その他、対象施設における移動の円滑化、安全性の向上及び市民の

社会参加促進に寄与するものとして認める工事 

※「建物リフォーム等事業費補助金」など、市の他の補助金制度等と

の併用はできません。 

物
品
購
入 

店舗等を訪れる不特定多数の市民や来客が使用・利用する施設・設

備に関する筆談ボード・折り畳み式スロープ・車いすなどの備品が対

象となります。（工場や事務所部分等は対象外） 

補
助
額 

改修工事については、工事に要した経費の３分の２以内の額とし、

２５万円を限度とする。物品購入については５万円を限度とする。 

申
請
受
付 

【申請受付期間】 令和２年６月１日～ 

※申込みが予算額に達したときは、申請受付を終了します。 

※交付決定前に着工済み及び完了している改修工事、発注済み及び購

入済みの物品は対象となりません。 

◆お問合せは政策調整課オリンピック・パラリンピック推進室まで 

（５３－５１１１内線５４１、５４２） 

裏面は、申請等の手続きについて記載しています。 

ユニバーサルデザインとは、文化、言語、国籍、年齢、性別、障がいの有無な

どに関わらず、誰にとっても使いやすい施設や製品のことを言います。 

令和２年度三沢市店舗等 

ユニバーサルデザイン推進補助金 

☆申請前に一度ご連絡ください 



申請等の手続きについて 

 

 

事業実績報告 

 

三沢市店舗等ユニバーサルデザイン推進補助金実績報告書（様式第７号）

に、以下の書類を添付して、実績報告を行ってください。 

 ・領収書の写しなど代金の支払いが証明できる書類 

 ・改修工事施工箇所の写真（改修工事の場合） 

 

※上記以外の資料の提出を求めることがあります。また、現地調査を行うこ

とがあります。 

※実績報告書は、事業完了から３０日以内又は令和３年２月２６日のいずれ

か早い期日までに、提出してください。 

※補助金は、交付額の確定後に精算払いとなります。 

申請・問合せ先 

政策調整課 オリンピック・パラリンピック推進室（市役所２階） 

電 話：０１７６－５３－５１１１（内線）５４１、５４２ 

Ｆ Ａ Ｘ：０１７６－５２－５６５６ 

ＭＡＩＬ：msw_seisaku@misawashi.aomori.jp 

補助金交付申請 

 

三沢市店舗等ユニバーサルデザイン推進補助金交付申請書（様式第１号）

に、必要書類を添付して申請してください。 

申請書をお預かりした後に、改修工事場所や購入する物品、納税状況等に

ついて確認を行うとともに、申請書類を審査したうえで、交付（不交付）決

定通知書（様式第４号）により通知します。 

必要な添付書類 改修工事 物品購入 

改修工事計画書（様式第２号） ◯ × 

見積額又は代金のわかる書類 ◯ ◯ 

改修計画図その他改修方法を示す図書 ◯ × 

改修工事着工前の現況写真 ◯ × 

カタログ等の写し ◯ ◯ 

工事実施同意書（対象施設が自己所有で

ない場合）（様式第３号） 
◯ × 

納税証明書 ◯ ◯ 

※改修工事と物品購入で、提出する書類が異なります。その他、必要に応じ

て追加資料（商業登記簿謄本など）の提出を求める場合があります。 


